
轟椰藤
議輔質‐■‐

六
四
二
　
澤
瑠
璃
寺
流
記
事

□
法
用
信
　
呪
願
　
響
ぽ
　
卸
梅
ぷ
　
成
順
房
　
行
願
房

蓮
順
房
　
蓮
仙
房
　
慶
順
房
　
文
信
房
　
巳
上
散
花

右
八
講
始
行
者
．
翁
二四
海
泰
平
。
本
寺
安
舞
。院
家
繁
昌
「

御
願
日
．
蒲
山
内
無
事
諸
人
快
楽
也
栗

本
不
レ可
γ有
〓退
韓
・

之
状
如
れ
ヽ

一
建
仁
二
年
離
十

一
月
二
十
日
．
宰
相
殿
始
テ
営
寺
被
栞

雨

玄
賛
讀
義
被
′始
γ之
．叉
問
答
講
始
行
・本
願
・也
。

一
同
年
長
日
如
法
紅
始
行
．願
主
教
主
義

夏
中
ヨ
リ
始
行
′之
リ

以
，
日
行
者
可
′翁
・先
避
「　
委
細
目
記
在
レ之
．

一′剛
ョ
摯
策
二
月

一
卜
機
円
紅
蔵
丼
阿
伽
非
造
・之
．
上
棟
今

年
二
月
二
十
二
日
柚
取
事
始
ｙ之
Ｊ今
日
常
山
組
療
核
門
。
東

山
十
三
筑
塔
．
笠
置
寺
職
堂
．
三
ケ
寺
．
＝
日
棟
上
也
．
不
思

議
ロ
ロ

一
建
仁

細
雌
元
年
酵
爾
祗
御
供
始
テ
備
“進
之
一
春
日
祭
各
々

誉
γ之
。

一
同
年
二
月
二
十
九
日
．千
共
塔
供
養
輝
師
解
脱
御
房
．
願
主

學
俊
房
。彼
布
施
物
等
玄
賛
講
□
□
寄
進
也
。

一
同
年
九
月
二
十
四
日
．唐
招
提
寺
繹
迦
念
佛
”
営
寺
始
フ
懃
可

仕
之
一七
ケ
日
ノ
内
。第
六
Ｌ
螂
牌
職
ぽ
房
御
穐
聾
也
．

一
元
久
二
年

銘
二
月
二
日
．穣
門
内
池
邊
石
立
ッ
。
□
渡
艇
密

殿
沙
汰

ニ
フ
．
京
都
ヨ
ソ
小
納
言
法
眠
二
人
下
向
シ
フ
被
ν

立
ｒ之
。　
随
分
明
人
。　
伊
豆
借
正
御
房
御
時
雖
γ被
レ立
′之
．

依
′有
〓不
足
事

重̈
此
人

二
被
〓立
直
・也
．

一
建
永
三
年
師
春
結
（願
）之
時
。
公
庫

一
向
三
十
和
両
可
′被
ニ

沙
汰

之̈
旨
υ今
治
定
了
。政
不
′問
“下
若
輩

□̈
□

一
承
元
々
年

肛
本
仕
葺
２
。
´
一月
二
月
ョ
ソ
始
２

．
同
二
月

二
十
六
日
葺
日立
之
」乎
．難
用
等
日
記
在
′之
。

一
建
暦
二
年
ほ
葉
師
御
帳
ロ
ロ
。　
千
智
房
奉
・施
入
　̈
但
金

物
等
公
方
沙
汰
也
．

一
同
年
　
月
　
日
吉
辞
天
奉
レ渡
・本
堂
”難
摯

一
同
三
年
醸
四
月
六
日
贈
典
和
衛
御
回
奉
ν迎
′之
．

供
養
導
師
金
泉
巳
講
ｏ
□
□
府
院
僣
都
御
房
玄
賛
講
衆
．
學

間
奥
行
之
始
也
叉
□
年
二
月
三
日
解
臆
二
人
入
滅
也
．

一
貞
應
二
年
織
四
月
二
日
，南
大
門
造
立

口
足
．
檜
皮
書
也
．額

打
ｒ之
．弘
誓
院
大
納
言
入
道
殿
御
肇
也
９　
知
足
房
汰
沙
也
，

近
□
□
十
六
石
八
升
九
合
七
人
分
也
．
同
支
度
二
十
三
石
．

此
内
三
石

ハ
上
林
ノ
時
藤
物

二
下
行
．
此
外
鏡
甲
等
引
・之
．

審

鱗

八
升
鴨

晦

・
直
鑑

八
駒

回
末
同
年
七
月
十
七
日
西
大
門
造
替
事
始
。

同
二
十
六
日
地

引
。　
委
細
別
記
在
′之
．

一
誰
康
造
替
弄
護
康
始
行
事

延
慶
三
年
琺
八
月
二
日
．
翁
二院買
鐘
場
嘘
理
蠅
・被
暑

・
官

符
宣
阿
闘
梨

一
日
¨
帥
院
家
之
御
□
書
。　
営
山
者
翁
二本
願

上
人
一建
ョ立
之
「後
寺
識
規
模
之
策
験
地
。是
院
家
無
雙
之
所

順
所
也
．
而
替
Ｊ作
獄
宇
之
蘭
若
一未
レ構
〓護
摩
壇
之
梵
閣
一雖
′

有
二顕
密
之
継
徒
・猫
無
二阿
闘
梨
之
職
位
「依
γ之
且
篤
γ被
”添
ニ

山
円
之
層
目
一
旦
鳥
ν相
日縦
佛
法
之
窓
命

被̈
γ建
引立

一
宇
之

道
場
一所
′寄
・□
有
職
之
階
位
・也
．則
彼
□
宦
符
宣
遣
・之
．
早

懃
・修
誰
摩
行
業
一
可
集
西
所
」□
院
家
萬
歳
之
御
願
一　
依
被

仰
下
□
□
進
長
元
年
婢
春
之
比
奉
′造
・‐立

一
字
護
厳
壺
『

同
年
七
月
八
日
．鶯
帯院
家
御
沙
汰
一御
本
奪
不
動
拿
．同
二
童

子
鵬
砒
康
作
下
預
じ
．奉
′安
】置
□
彼
御
堂
中助
撤
雌
・愛
以
．自
」

正
和
三
年
餌
五
月
八
日
・両
六
應
日
護
摩
付
．　
瀧
頂
衆
始

行
′之
。
同
三
年
十
月
二
十

一
日
．
重
官
符
。
阿
閣
梨
ニ
ロ
被
ニ

寄
置
一
今
三
日
□
有
職
者
未
泰
不
断
之
官
符
宣
也
。
彼
時
之

御
教
書
之
営
山
先
年
之
比
護

摩
堂
難
立
之
時
．被
′中
「寄

富
符
阿
閑
梨

一
口
・了
．面
信
徒
通
年
繁
昌
之
間
．
布
職
階
位

潜
以
不
足
・．傷
且
篤
毬佛
法
典
隆
一
ユ
鴛
喜山
門
繁
昌
一重
所
′被
′

寄
苺置
二
日
・也
。向
後
早
以
・已
瀧
頂
之
仁
・補
”□
共
職
「
天
長

地
入
．寺
祗
安
全
．　
院
家
泰
牛
．
御
願
闘
浦
之
山
．
殊
可
ｙ抽
ニ

懇
新
“之
趣
被
二仰
下
一
但
有
職
補
任
状
事
。
最
初
者
山
〓院
家
・

雖
熟
麟
仰
下
「篤
γ無
二未
木
煩
・前
後
早
脚
聾
一
恐
己
灌
頂
之
仁

補
〓共
職
閣

有
職
放
遺
者
営
山
進
運
後
関
．
補
任
者
己
濯
頂

衆

一
月
六
ケ
ロ
宛
成
・□
長
日
不
断
之
修
行
“之
間
。
無
〓解

怠

可́
ｒ被
・懃
仕
・之
由
．依
８衆
議
一之
般
如
レ件
．

正
和
三
年
欝
二
月
八
日

一
辮
オ
天
勘
請
事

永
仁
四
年

輌
六
月
二
十

一
日
繊
奉
′勘
「請
先
祀
翻
階
内

・
ニ

移
殿
於
構
て
奉
居
。
同
年
七
月
九
日
御
沙
汰
地
弥

踊
隣
盤
囀

同
十

一
日
御
殿
造
功
成
了
。同
月
奉
コ入
之
中了
．南
都
幸
徳
院

陰
陽
師
沙
汰
也
。彼
人
之
許
に
。古
野
奥

漱
剛
本
′勘
「請
之
¨

依
有
４子
細

壼́
寺

へ
奉
′渡
ｙ之
者
也
．

一
嘉
暦
一一軍

厳
夏
之
比
。
本
登
修
理
ゴ

董

雌

場

郷
確

蒻

張
板
成
了
．
内
陳
板
敷
同
敷
致
了
３
彼
□
足
教
仙
御
房
御
勘

騨
一慌
ガ
瀬
枷
旬
在

一
雨
座

一
薦
官
途
事



餃
浄
瑠
璃
寺
流
記
事

」０
・”●
‐ヽ
｝
ヽ
ｑ
”
・『“
‘Ｆ
亨
●
０
・庁
ｏ
いｏ

（寺
誌
部

一
１
田
）

圏
国
　
一
巻

国
圏
　
浄
瑠
璃
寺
流
記

囲
固
　
明
記
な
し

目
国
　
観
応
元
年
―
文
明
七
年

（
一
三
五
〇
―

一
四
七
五
）

回
困
　
観
応
元
年

（
一
二
五
〇
）
長
算
写

（浄
瑠
璃
寺
）

浄
瑠
璃
寺
創
建
以
後
四
〇
〇
年
間
の
営
繕
と
行
事
の
記

録
。
浄
瑠
璃
寺
は
京
都

・
奈
良
の
国
境
い
に
近
い
京
都
府

相
楽
郡
加
茂
町
西
小
に
あ
り
、
現
在
九
体
の
阿
弥
陀
仏
坐

像

・
吉
祥
天
立
像

・
三
重
塔
な
ど
が
現
存
し
、
巷
間
九
体

寺
と
も
称
せ
ら
れ
、
釧
世
で
は
西
尋
Щ
屈
書
と
し
て
文

献

・
史
料
に
散
見
す
る
著
名
な
出
寺
で
、
興
福
寺
と
の
関

係
が
深
か
っ
た
が
、
明
治
以
後
西
大
寺
末
と
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

本
記
は
当
寺
の
史
的
変
遷
を
示
す
唯

一
の
史
料
で
あ
る

と
共
に
、
当
寺
と
南
都
仏
教
教
団
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
上
に
も
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
寺
は

南
都
系
の
浄
土
教
の
一
山
寺
と
し
て
、
今
は
そ
の
痕
跡
さ

えヽ
さ
だ
か
で
な
い
光
明
山
寺
と
共
に
、
九
体
阿
弥
陀
堂

の
遺
構
と
あ
い
ま
っ
て
、
建
築
史
・
美
術
史
上
は
も
ち
ろ

ん
、
浄
土
教
の
展
開
を
考
察
す
る
上
か
ら
も
と
く
に
重
視

さ
れ
て
い
る
。

本
流
記
は
永
承
二
年

（
一
〇
四
七
）
七
月
、
義
明
上
人

に
よ
る
本
堂
の
創
建
な
ら
び
に
薬
師
如
来
の
安
置
か
ら
、

文
明
七
年

（
一
四
七
五
）
六
月
に
始
め
ら
れ
八
月
に
終
っ

た
当
寺
大
湯
屋
の
石
船
造
作
に
至
る
約
四
三
〇
年
間
の
諸

堂
造
営
や
仏
事
に
つ
い
て
、
箇
条
書
に
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
存
す
る
阿
弥
陀
堂
は
平
安
時
代
の
九
体
阿
弥
陀
堂

の
遺
構
と
し
て
唯

一
の
も
の
で
あ
る
が
、
嘉
承
二
年

（
一

一
〇
七
）
正
月
に
義
明
餅
建
の
本
堂
を
解
体
し
、
七
月
新

築
竣
工
、
翌
年
六
月
に
勧
進
聖
と
し
て
、
又
往
生
人
と
し

て
有
名
な
迎
接
房
に
よ
り
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
久
安
二
年
（
一
一
四
・」０
に
は
食
堂
や

釜
屋
が
大
工
末
包
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
、
久
安
六

年

（
一
一
五
〇
）
に
は
興
福
寺

一
乗
院
恵
信
に
よ
っ
て
、

三
カ
日
夜
の
不
断
念
仏
が
始
行
さ
れ
る
と
共
に
、
結
界
が

行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
蓋
し
当
寺
の
四
至
が
確
定
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
十
万
堂
（真
言
堂
）
，
法
雲
院

・
鐘

楼

。
二
重
塔

・
楼
門

。
経
蔵

・
阿
伽
井

・
南
大
門
の
造
建

に
触
れ
、　
一
方
保
延
五
年

（
一
一
三
九
）
の
理
趣
三
味
、

永
治
二
年

（
一
一
四
一
）
の
浄
土
院
阿
弥
蛇
講
、
久
安
六

年

（
一
一
五
〇
）
の
不
断
念
仏
、
承
安
元
年
２

一
七

一
）

の
八
祖
御
影
供
、
建
久
五
年

（
一
一
九
四
）
の
舎
利
講
や

延
慶
三
年

（
一
三
一
〇
）
の
護
摩
始
行
等
に
つ
い
て
詳
記

し
て
い
る
。
と
く
に
修
理
造
営
に
関
し
て
は
、
用
度
の
費

用
や
大
工
名
、
本
願

・
供
養
僧
名
、
導
師
名

・
楽
人
名
を

あ
げ
、
南
都
教
団
と
の
交
流
を
窺
知
し
得
る
点
で
も
極
め

て
興
味
深
い
。

本
記
は

『
流
記
事
」
と
標
示
す
る
如
く
、
後
代
の
範
又

は
証
と
し
て
資
料
を
集
成
し
て
、
ほ
ぼ
編
年
式
に
記
載
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
山
寺
の
例
と
し
て
、
寺
領

・
四
至
に

つ
い
て
の
明
記
は
見
ら
れ
な
い
。
諸
堂
宇
建
立
営
繕
な
ど

の
殆
ん
ど
が
、
勧
進
僧
に
よ
っ
て
費
用

・
資
材
を
備
進
し

て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
本
記
で
窺
わ
れ
る
が
、
こ
の
事
は

ま
た
当
寺
の
性
格
を
知
る
上
で
も
興
味
あ
る
史
実

で
あ

呟つ
。写
本
と
し
て
現
在
浄
瑠
璃
寺
に
伝
存
す
る
袋
綴
本
が
あ

り
、
そ
の
表
紙
は
後
補
、
見
返
し
に
は

『仏
全
』
本
に
収

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
如
き
識
語
が
あ
る
。
「此
流
記

者
、
以
尺
迦
院
之
本
写
之
執
□
、
別
記
在
之
、
追
可
入
之

者
也
、
観
応
元
年
難
季
秋
十
六
日
輸
林
士
長
算
、
但
ｉ
永

承
ニ
ガ
至
予
貞
応
二
級
古
記
見
之
爵
。
永
仁
以
来
至
予
観

応
元
鍛
続
録
之
者
也
。
凡
斯
記
録
者
、
山
門
規
模
之
要
枢
、

開
山
本
願
之
由
来
、
尤
可
存
如
其
根
源
者
也
而
己
」
。
こ
れ

に
依
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
古
写
本
は
当
寺
釈
迦
院
の
原

本
を
底
本
と
し
て

（観
）
応
元
年

（
一
二
五
〇
）
九
月
長

算
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
が
、
帖
首
の
永
承
二
年

（
一
〇

四
七
）
か
ら
貞
応
二
年

（
一
三
二
三
）
に
至
る
間
の
記
事

は
原
本
に
よ
っ
て
お
り
、
以
下
永
仁
よ
り
観
応
元
年

（
一

二
五
〇
）
に
至
る
間
の
記
録
は
長
算
に
よ
り
続
収
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
『仏
全
』
本
帖
末
の
文
明
七
年
（
一
四

七
五
）
の

「大
湯
屋
修
理
云
々
」
の
一
文
は
、
長
算
の
筆

写
以
後
追
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。


